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スで進める。正確には George Fisher Baker
Nonresident Lectureship in Chemistryという長った
らしい名前がついている。このレクチャーに招かれ
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博士 博士 博士 博士
文 学 研 究 科 ― 2 2 6 6 12
教育学研究科 1 1 2 1 ― 1
法 学 研 究 科 1 2 3 ― ― ―
経済学研究科 3 2 5 2 2 4
理 学 研 究 科 14 2 16 5 ― 5
医 学 研 究 科 8 3 11 3 4 7
薬 学 研 究 科 ― 4 4 ― 8 8
工 学 研 究 科 7 7 14 7 7 14
農 学 研 究 科 6 9 15 3 ― 3
人間・環境学研究科 1 ― 1 1 ― 1
エネルギー科学研究科 3 1 4 1 2 3
情報学研究科 ― 3 3 2 ― 2

















４　寄 附 金 額　総額200,000,000円（分割納付）
５　設 置 期 間　平成13年10月～平成18年9月
（５年間）
６　担 当 教 員
教 授 相 当　坂本　純一
助 手 相 当　松岡　　淨
助 手 相 当　Rahman Mahbubur




























４　寄 附 金 額　総額120,000,000円（分割納付）
５　設 置 期 間　平成13年10月～平成16年９月
（３年間）
６　担 当 教 員
教 授 相 当　Stanly R.Pliska
助教授相当　加藤　康之
７　研 究 目 的
高度な金融工学の研究とその実務への応用を
促進する。
８　研 究 内 容
事業リスクに関わる市場リスクについて，業
種ごとに分析をおこなう。





















































































































































































































































































































































５．問い合わせ先：情報学研究科システム科学専攻（寺川）TEL & FAX 753-5042
詳細は情報学シンポジウムのホームページをご覧ください。
http://www.i.kyoto-u.ac.jp/Symposium/
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本部構内・総合人間学部構内の工事について
本部構内では時計台記念館改修（関連工事を含む）工事が，また総合人間学部構内では全学共通教育棟建
設工事が行われております。
通行等ご不便をお掛けしますが，ご協力をお願いいたします。
時計台記念館完成予想図
平成13年11月 平成13年12月
総合人間学部構内
時　計　台 時　計　台
本部構内
全学共通教育棟完成予想図
本部構内
総合人間学部構内
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能楽鑑賞会
課外教養行事の一環として，日本の伝統芸能の能楽鑑賞会を下記のとおり企画しました。本学学生・教職
員各位におかれては，是非この機会に狂言と能楽を堪能してください。
来場をお待ちしております。
記
日　時：12月11日（火）
午後６時00分開場
６時30分開演
８時30分終演予定
（開演後の入場はご遠慮願います。）
会　場：京都観世会館
京都市左京区岡崎円勝寺町44 @771-6114
（東山仁王門を東へ約300メートル）
演　目：狂　言「樋
ひ
の酒
さけ
」 小笠原　匡
山本　豪一　　　他
能　楽「通
かよい
小
こ
町
まち
」 片山　九郎右衛門
片山　清司　　　他
備　考：○入場無料（入場の際は，学生証または職
員証を呈示してください。）
○プログラムは，当日会場で配布します。
○定員は550人，先着順とします。
○問い合わせ先：
学生部学生課課外教養担当 @753-2511
今月号の掲載記事が決まり，校正作業に入っていた時，《野依名大教授にノーベル化学賞！》というニ
ュースが飛び込んで来た。そこで急遽無理を承知で，野依先生のお人柄をよく知る長尾総長と野崎名誉
教授にご寄稿をお願いした。とりわけご高齢（80歳）にもかかわらず快くお引き受け頂き，短時間（２
日間）で書いて下さった野崎名誉教授には，「京大の後輩」として心よりお礼申し上げる。
原稿依頼と言うのは，捕手がへろへろ球を投手に返し，さあ来いと身構えるまでの動作に似ている。
そのミットに向かって野崎投手は，凄まじい「ストレート」をど真ん中に投げ込んでくれた。この渾身
の力を込めた１球の中には，研究者のたぎる魂と痛切な反省のすべてが込められている。自分は弟子の
誰にも負けないほど研究に打ち込んで来たんだ，という強烈な誇り，しかし時の利や人の利を得られな
いでしまった，という痛恨の思い，さりとて天地人の利を得ても，自分の健康管理ができなければ，天
下はおろかノーベル賞１つ取れないぞ，という一見平凡に見えるが，命を削って研究する後輩たちへの
深い思いやりに満ちた忠告。こういう誇り高く少々荒っぽい研究環境の中からノーベル賞が出るのだ，
ということをよく分からせて貰った。当の野依先生にもご寄稿を依頼するつもりでいるが，それはノー
ベル賞授与式後にお願いすることにしよう。乞うご期待。 （齊藤記）
編 後 記集
